
伝
記
事
実
の
〈
混
乱
〉

と

く
再
確
認
〉

太
宰
治
弘
高
時
代
の
席
次
に
つ
い
て

鶴

谷

憲

三

は
じ
め
に

文
学
上
の
研
究
の
中
で
も
、
伝
記
的
事
実
の
そ
れ
は
労
多
く
し
て
実
り
少
な

き
最
た
る
分
野
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
気
の
長
く
な
る
ほ
ど
の

時
間
、
棒
の
よ
う
に
ひ
き
ず
る
足
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
保
証
す
る
財
力
の
裏
付

け
、
さ
ら
に
は
取
材
し
た
事
実
と
他
者
の
そ
れ
に
つ
い
て
と
の
整
合
性
の
確
認

等
、
い
ず
れ
を
考
え
て
も
並
々
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
上
、
右
の
こ
と
が
成
果
に
直
結
す
る
こ
と
の
な
い
場
合
の
方
が
む
し
ろ
多

い
の
で
あ
っ
て
、
収
穫
は
一
朝
一
夕
に
は
定
位
し
な
い
に
ち
が
い
な
い
。
し
か

し
こ
の
分
野
が
新
し
い
事
実
を
発
掘
・
提
示
し
、
《
研
究
》
に
膨
ら
み
を
与
え
、

確
実
に
前
進
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
な
ま
け
も
の
で
不
精
な
私

な
ど
、
'
先
学
の
労
苦
の
上
に
あ
た
か
も
通
説
が
如
き
物
言
い
を
し
て
き
た
の
で

あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
す
る
だ
け
で
あ
る
。

 
こ
の
分
野
が
い
か
に
困
難
な
仕
事
で
あ
り
、
か
つ
〈
一
種
の
危
う
さ
〉
を
伴

う
不
安
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
か
を
、
東
郷
克
美
氏
は
次
の
如
く
述
懐
し
て
い

注
1

る
。

 
 
 
そ
れ
に
し
て
も
伝
記
研
究
と
い
う
も
の
は
む
ず
か
し
い
と
思
う
。
事
実

 
 
を
記
述
す
る
の
だ
か
ら
最
も
確
実
な
仕
事
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
矛
盾

 
 
の
総
体
と
し
て
の
人
間
を
か
ぎ
ら
れ
た
事
実
か
ら
復
元
し
描
き
出
す
作
業

 
 
は
、
つ
ね
に
一
種
の
危
う
さ
を
伴
う
と
い
っ
て
よ
い
。
（
傍
点
鶴
谷
、
以

 
 
下
こ
と
わ
り
な
き
限
り
同
様
と
す
る
。
）

 
戸
籍
名
津
島
修
治
こ
と
太
宰
治
は
、
昭
和
二
年
四
月
旧
制
弘
前
高
等
学
校
へ

入
学
し
、
同
五
年
三
月
に
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
太
宰
治
に
つ
い
て
は

石
上
玄
一
郎
の
「
弘
高
時
代
の
太
宰
治
」
、
三
浦
正
次
の
「
太
宰
治
と
細
胞
文
芸
」
、

南
部
農
夫
治
の
「
回
想
の
太
宰
治
」
、
平
岡
敏
男
の
「
若
き
日
の
太
宰
治
」
、
津

久
井
信
也
の
「
『
太
宰
治
』
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
つ
い
て
」
等
々
、
お
び
た
だ
し

い
回
想
の
類
を
眼
に
す
る
こ
と
が
今
日
可
能
で
あ
る
。

 
管
見
に
入
っ
た
刊
本
だ
け
で
も
、
大
高
勝
次
郎
『
太
宰
治
の
思
い
出
弘
高
・

東
大
時
代
』
（
た
い
ま
つ
社
、
8
2
・
3
）
、
石
上
玄
一
郎
『
太
宰
治
と
私
激
浪
の

青
春
』
（
集
英
社
、
8
6
・
6
）
、
小
野
隆
祥
『
太
宰
治
の
青
春
賦
』
（
キ
リ
ン
書
房
、

昭
6
2
・
6
）
が
あ
り
、
未
見
の
も
の
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
又
時
空
を
共
有
し

た
友
人
・
知
人
の
眼
に
映
じ
た
太
宰
治
の
あ
る
時
期
の
一
面
を
ま
ざ
ま
ざ
と
彷

彿
と
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。

 
こ
の
時
期
に
関
す
る
研
究
面
で
云
え
ば
、
相
馬
正
一
氏
の
業
績
と
、
山
内
鮮
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伝
記
事
実
の
〈
混
乱
〉
と
く
再
確
認
〉
 
一
太
宰
治
弘
高
時
代
の
席
次
に
つ
い
て
．



史
氏
の
精
力
的
な
仕
事
ぶ
り
は
避
け
て
通
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
管
見
に

よ
れ
ば
「
高
校
時
代
の
太
宰
治
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
（
『
太
宰
治
研
究
』
審
美
社
、

昭
3
7
・
1
2
、
昭
3
8
・
4
、
1
2
）
以
来
実
証
的
な
作
業
を
積
み
上
げ
、
『
若
き
日

の
太
宰
治
』
（
筑
摩
書
房
、
6
8
・
3
）
『
評
伝
太
宰
治
第
一
～
三
部
』
（
筑
摩
書
房
、

昭
5
7
・
5
、
昭
5
8
・
7
、
昭
6
0
・
7
）
で
そ
れ
ま
で
の
成
果
を
世
に
問
い
、
さ

ら
に
『
増
補
 
若
き
日
の
太
宰
治
』
（
津
軽
書
房
、
9
1
・
5
）
『
評
伝
太
宰
治
上

下
』
（
津
軽
書
房
、
9
5
・
2
）
等
で
そ
の
後
の
新
事
実
を
披
渥
し
て
き
た
。
後

者
は
緻
密
、
丁
寧
な
書
誌
的
な
仕
事
を
積
み
上
げ
、
ガ
リ
版
刷
り
の
「
太
宰
研

究
」
か
ら
『
近
代
文
学
資
料
4
太
宰
治
』
（
桜
楓
社
、
昭
4
5
・
1
）
、
『
人
物
書

誌
大
系
7
太
宰
治
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
8
3
・
7
）
等
上
梓
し
て
き
た
。

特
記
す
べ
き
こ
と
は
一
九
九
二
年
四
月
に
、
筑
摩
書
房
版
『
初
出
全
集
別
巻
』

に
付
さ
れ
た
「
年
譜
」
の
細
密
さ
で
あ
っ
て
、
氏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
旺
盛
さ
、

微
に
入
り
細
に
亙
る
丹
念
な
作
業
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
最
も
古
い
『
自
叙
伝
全
集
』
（
文
潮
社
、
昭
2
3
・
1
0
）
で
の
田
中
英
光
の

弘
前
高
校
時
代
の
「
年
譜
」
に
記
さ
れ
た
「
昭
和
二
年
」
を
中
心
と
す
る
旧
制

弘
前
高
校
三
年
間
、
太
宰
治
十
九
か
ら
二
十
一
歳
ま
で
の
記
述
は
十
行
の
簡
略

さ
で
あ
る
。

 
 
 
中
学
四
年
修
了
。
弘
前
高
等
学
校
文
科
に
入
学
し
、
弘
前
市
富
田
新
町

 
 
藤
田
方
に
止
宿
し
た
。
高
校
二
年
の
こ
ろ
、
「
細
胞
文
芸
」
を
自
分
で
編

 
 
憂
し
、
井
伏
鱒
二
、
井
上
幸
次
郎
等
、
中
央
文
壇
の
作
家
に
も
寄
稿
し
て

 
 
も
ら
ひ
、
創
刊
号
に
は
、
辻
島
衆
道
の
名
で
、
「
彼
等
と
其
の
い
と
し
き
母
」

 
 
を
発
表
し
た
。
又
そ
の
頃
、
青
森
地
方
の
文
学
好
き
の
人
々
の
創
刊
し
た

 
 
雑
誌
「
座
標
」
に
、
大
藤
熊
太
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
地
主
一
代
」
等
を
発

 
 
表
し
た
。

 
出
発
点
で
あ
る
田
中
英
光
の
年
譜
と
比
較
す
る
な
ら
、
先
に
引
用
し
た
山
内

鮮
史
要
の
手
に
な
る
も
の
は
、
弘
前
高
校
在
籍
時
だ
け
で
も
ほ
ぼ
十
一
ペ
ー
ジ

弱
、
二
段
組
み
で
一
行
二
十
四
字
×
四
十
八
行
の
一
頁
、
約
一
万
二
千
五
百
字

に
相
当
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
ま
さ
に
今
昔
の
感
に
た
え
ず
、
長
い
時
の
流
れ
の

中
で
、
相
馬
氏
や
山
内
氏
、
さ
ら
に
は
先
学
の
諸
氏
が
眼
に
み
え
ぬ
努
力
を
続

け
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

、
現
状
の
〈
混
乱
〉
と
事
実
、
あ
る
問
題
提
起

 
〈
こ
れ
ら
に
付
け
加
え
る
べ
き
何
程
の
こ
と
も
、
筆
者
に
は
な
い
。
〉
と
記

す
の
は
小
山
内
時
雄
氏
（
「
旧
制
高
校
時
代
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
9
3
・
6
）
で
あ

る
が
、
私
も
又
先
学
諸
氏
の
恩
恵
の
も
と
に
歩
み
を
続
け
て
き
た
一
人
で
あ
る
。

伝
記
的
事
実
に
は
と
り
わ
け
暗
い
こ
と
を
十
二
分
に
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で

あ
る
が
、
太
宰
治
の
旧
制
高
校
時
の
席
次
に
い
つ
か
し
ら
か
混
乱
が
生
じ
、
誤

り
が
今
日
通
説
と
な
っ
て
い
惹
感
に
疑
問
を
お
ぼ
え
る
の
で
あ
る
。
〈
混
乱
〉

と
く
再
確
認
〉
と
題
し
た
の
は
、
現
状
を
知
り
、
当
時
を
あ
ら
た
め
て
追
認
す

る
意
味
で
あ
り
、
も
し
、
私
の
仮
説
が
成
り
立
つ
な
ら
こ
の
時
期
の
太
宰
治
を

再
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
キ
シ

ズ
ム
と
の
関
わ
り
、
生
家
と
の
葛
藤
・
軋
礫
、
義
太
夫
と
芸
者
遊
び
、
芥
川
龍

之
介
の
来
青
時
・
太
宰
は
聴
衆
の
一
人
と
し
て
講
演
を
聞
い
た
の
か
ど
う
か
、

ま
た
そ
の
死
の
衝
撃
と
芥
川
文
学
受
容
の
本
質
、
そ
し
て
初
期
習
作
の
意
味
す

る
も
の
等
々
で
あ
る
。

 
弘
前
高
校
時
代
の
太
宰
治
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
相
馬
正
一
氏
の
『
太
宰
治
』

（
津
軽
書
房
、
昭
5
4
・
6
）
・
『
増
補
若
き
日
の
太
宰
治
』
（
津
軽
書
房
、
9
1
・
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5
）
が
も
っ
と
も
詳
し
い
。

 
一
年
時
は
秀
才
で
あ
っ
て
、
成
績
上
急
激
な
変
貌
を
き
た
す
の
は
二
年
越
以

降
の
こ
と
で
三
年
置
は
そ
れ
に
輪
を
か
け
る
と
す
る
の
が
相
馬
説
で
あ
る
が
、

ど
こ
か
の
段
階
で
こ
の
説
は
微
妙
に
変
っ
て
き
て
い
る
。

 
 
 
太
宰
は
英
語
を
第
一
外
国
語
、
独
逸
語
を
第
二
外
国
語
と
す
る
甲
類
（
乙

 
 
類
は
こ
の
逆
）
の
二
組
あ
る
う
ち
、
一
ノ
組
で
、
三
十
八
語
中
で
第
六
席

 
 
を
占
め
た
と
い
う
。
…
…
（
中
略
）
…
…
昭
和
＝
一
年
三
月
十
五
日
、
二
年

 
 
級
に
進
級
、
三
十
五
名
中
第
三
十
一
席
と
な
っ
た
。

 
こ
う
記
す
の
は
先
の
小
山
内
時
雄
氏
で
あ
る
が
、
川
崎
和
啓
氏
も
、
浅
里
局

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
、
山
内
鮮
史
両
氏
と
の
鼎
談
の
中
で
左
記
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

 
 
 
例
え
ば
、
昭
和
四
年
十
二
月
（
当
時
三
年
生
）
の
自
殺
未
遂
に
し
て
も
、

 
 
成
績
不
振
を
理
由
に
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
年
譜
で
見
る
と
、
彼
は

 
 
す
で
に
一
年
生
終
了
時
に
三
十
五
人
中
第
三
十
一
席
で
す
か
ら
、
そ
の
時

 
 
点
で
す
で
に
秀
才
失
格
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
時
成
績
を
苦
に
し
て
自
殺
を

 
 
図
っ
た
と
い
う
の
も
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。

 
現
在
入
手
し
得
る
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
も
云
う
べ
き
新
書
『
太
宰
治
』
（
岩

波
書
店
、
9
8
・
5
）
を
も
の
し
た
細
谷
博
氏
も
同
様
に
成
績
不
振
は
一
年
時
か

ら
と
し
て
い
る
。

 
 
 
前
年
末
の
十
二
月
二
十
五
日
に
年
号
が
昭
和
と
改
ま
っ
た
ば
か
り
の
一

 
 
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
七
月
、
弘
前
高
校
一
年
生
の
修
治
は
芥
川
龍
之
介

 
 
の
自
殺
の
報
に
接
し
、
つ
よ
い
衝
撃
を
受
け
ま
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…

 
 
ま
も
な
く
、
修
治
は
女
師
匠
に
義
太
夫
を
習
い
、
芸
者
遊
び
を
始
め
、
学

 
 
業
を
放
棄
し
出
し
ま
す
。

さ
ら
に
又
、
伊
藤
榮
一
氏
も
〈
入
学
時
も
、
文
科
甲
類
の
三
十
八
名
中
直
六
席
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

と
言
っ
て
、
は
ば
か
ら
な
い
。

 
端
的
に
言
え
ば
、
一
年
秀
才
、
二
年
以
降
成
績
放
棄
を
説
い
て
き
た
相
馬
氏

の
考
え
に
対
し
、
今
日
で
は
一
年
時
か
ら
、
〈
芥
川
龍
之
介
の
自
殺
〉
が
直
接

の
契
機
と
な
っ
て
、
学
業
放
棄
へ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
《
通
説
》
と
な

り
つ
つ
あ
る
様
相
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
か
ら
齪
齪
が
生
じ
て
き

た
の
か
、
あ
る
い
は
単
純
な
錯
覚
か
、
そ
れ
と
も
相
馬
氏
が
営
営
と
つ
む
い
で

き
た
作
業
に
何
か
得
心
が
行
か
な
い
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

 
川
崎
氏
が
言
う
〈
年
譜
〉
が
誰
の
手
に
な
っ
た
も
の
を
参
考
に
し
た
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
一
九
九
二
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
山
内
詳
黒
氏
の
「
年

譜
」
（
『
初
出
太
宰
治
全
集
別
巻
』
筑
摩
書
房
）
と
考
え
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る

い
。
時
期
的
に
も
見
合
う
し
、
質
的
に
も
か
っ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
の
充
実
を

み
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
氏
の
手
に
な
る
「
年
譜
」
で
該
当
す
る
と
こ
ろ
を

以
下
確
認
し
て
お
く
。

 
昭
和
二
年
四
月
の
入
学
の
際
に
は
〈
十
八
日
、
弘
前
高
等
学
校
の
入
学
式
が

挙
行
さ
れ
列
席
。
文
科
甲
類
（
第
一
外
国
語
を
英
語
、
第
二
外
国
語
を
独
逸
語

と
す
る
級
）
に
入
学
し
、
一
ノ
組
三
十
八
名
士
で
第
六
席
を
占
め
た
。
当
時
の

官
立
高
等
学
校
で
は
、
文
字
ど
お
り
成
績
順
に
座
席
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
〉

と
あ
り
、
翌
三
年
、
太
宰
二
十
歳
の
項
に
は
〈
三
月
十
五
日
、
二
年
級
へ
進
級
。

二
年
級
で
は
、
三
十
五
名
如
露
三
十
一
席
と
な
っ
た
。
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
三

年
へ
進
級
し
た
昭
和
四
年
は
〈
三
月
十
五
日
、
三
年
竹
へ
進
級
〉
と
だ
け
記
さ

れ
、
席
次
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
翌
五
年
三
月
十
五
日
に
〈
文
科
生
七
十
一

名
吟
第
四
十
六
席
で
、
官
立
弘
前
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
。
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。

 
以
上
引
用
し
た
叙
述
は
ど
う
み
て
も
、
一
年
次
第
六
席
、
二
年
次
第
三
十
一

席
と
受
け
と
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
、
と
す
れ
ば
川
崎
氏
の
如
く
く
一
年
生

伝
記
事
実
の
〈
混
乱
〉
と
く
再
確
認
〉
 
一
太
宰
治
弘
高
時
代
の
席
次
に
つ
い
て
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終
了
時
〉
〈
点
で
す
で
に
秀
才
失
格
〉
と
考
え
て
も
決
し
て
お
か
し
く
な
く
、

最
大
限
譲
歩
し
て
も
誤
解
を
ま
ね
く
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
事

実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
書
い
て
い
る
私
自
身
、
あ
る
資
料
を
入
手
す
る

ま
で
、
相
馬
氏
、
山
内
氏
の
著
作
に
触
れ
つ
つ
、
確
た
る
疑
問
を
抱
か
な
い
で

き
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

 
太
宰
治
没
後
五
十
年
、
弘
前
高
校
時
代
と
な
る
と
七
十
年
前
の
こ
と
と
な
り
、

当
時
を
知
る
人
は
数
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
弘
前

高
等
学
校
が
い
か
な
る
制
度
の
も
と
に
あ
っ
た
か
と
な
る
と
自
明
で
は
あ
り
え

な
い
。
時
代
に
で
き
る
だ
け
語
ら
せ
る
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
当
時
の
弘
前
高

校
の
資
料
が
も
っ
と
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
太
宰
在
籍
時
の
三
年
間
の
、
弘
前
高

等
学
校
の
内
実
を
う
か
が
え
る
資
料
が
現
存
し
て
お
り
、
管
見
で
は
ま
だ
だ
れ

も
言
及
し
て
お
ら
ぬ
の
で
、
こ
の
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
新
た
め
て
こ
の
問
題

を
確
認
、
整
理
し
て
み
た
い
の
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
．
『
弘
前
高
等
学
校
一
覧
』
と
「
生
徒
姓
名
一
覧
」

 
私
事
で
恐
縮
だ
が
平
成
九
年
十
月
一
日
か
ら
同
十
年
三
月
末
日
ま
で
、
い
わ

ゆ
る
国
内
留
学
を
諸
方
面
の
好
意
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
風
土
の

匂
い
、
地
域
に
よ
る
特
質
の
一
端
を
垣
間
で
き
た
ら
と
い
う
程
度
の
軽
い
気
持

ち
に
過
ぎ
な
か
っ
た
し
、
十
月
か
ら
三
月
置
で
腰
を
落
ち
つ
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
冗
談
で
〈
狂
人
〉
だ
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。

 
相
馬
氏
は
じ
め
多
く
の
先
学
の
徒
が
、
旧
制
弘
前
高
校
時
代
に
つ
い
て
は
新

し
い
事
実
を
突
き
つ
け
て
お
り
、
現
在
で
は
青
森
県
近
代
文
学
館
に
貴
重
な
資

料
が
収
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
も
し
何
か
く
発
見
V
し
て
も
《
落
ち
穂

拾
い
》
に
過
ぎ
ぬ
と
考
え
て
い
た
が
、
〈
混
乱
〉
を
示
し
、
事
実
で
な
い
こ
と

の
方
が
、
い
わ
ゆ
る
通
説
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
問
題
を
投
げ
か
け
、
私
見
を

述
べ
世
に
問
う
こ
と
も
必
要
か
も
知
れ
ぬ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
弘
前
大

学
図
書
館
の
閉
架
式
、
ま
た
貴
重
な
研
究
文
献
が
置
か
れ
て
い
る
一
室
に
そ
れ

ら
は
あ
っ
た
。
率
直
な
印
象
を
言
え
ば
、
館
員
の
手
が
足
り
ず
、
一
式
が
無
雑

作
に
保
管
さ
れ
て
い
た
諸
将
の
中
に
、
ひ
っ
そ
り
と
忘
れ
去
ら
れ
た
か
の
よ
う

に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
一
つ
は
、
「
綱
領
」
に
は
じ
ま
り
、
附
録
の
「
校
友
会
規
則
」
ま
で
明
記
し

た
も
の
で
、
『
弘
前
高
等
学
校
一
覧
（
自
昭
和
二
年
置
月
至
昭
和
五
年
三
月
）
』

（
弘
前
高
等
学
校
、
昭
2
・
9
、
昭
3
・
1
1
、
昭
4
・
1
0
）
が
こ
れ
で
あ
る
。

い
ま
当
面
問
題
と
す
る
成
績
は
「
学
則
」
中
の
「
成
績
考
査
修
了
及
卒
業
」
と
、

「
細
則
」
中
の
「
成
績
考
査
細
則
」
と
が
関
係
し
て
こ
よ
う
。
前
者
は
第
二
十

八
条
か
ら
三
十
一
条
ま
で
の
四
条
よ
り
成
り
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
あ
る
。

 
 
 
第
二
十
八
条
 
学
業
ノ
成
績
ヲ
分
チ
テ
学
期
成
績
学
年
成
績
及
卒
業
成

 
 
績
ト
ス
 
学
期
成
績
ハ
学
期
毎
二
各
学
科
二
就
キ
試
験
及
平
素
ノ
課
業
ノ

 
 
成
績
ヲ
考
査
シ
且
ツ
勤
惰
ヲ
参
酌
シ
テ
之
ヲ
定
ム
但
シ
学
科
目
ノ
種
類
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら

 
 
依
テ
ハ
其
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ノ
試
験
ヲ
行
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

 
 
第
二
十
九
条
 
学
年
成
績
ハ
当
該
学
年
二
十
ケ
ル
各
学
期
評
点
ノ
和
ヲ
三

 
 
 
除
シ
テ
之
ヲ
定
ム
卒
業
成
績
ハ
三
学
年
間
ノ
成
績
ヲ
考
査
シ
テ
之
ヲ
定

 
 
 
ム

 
 
第
三
十
条
 
試
験
成
績
考
査
二
関
シ
テ
ハ
別
二
細
則
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

 
 
第
三
十
一
条
」
全
学
科
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
卒
業
証
書
ヲ
授
与

 
 
 
ス
卒
業
証
書
ノ
様
式
ハ
左
ノ
通
之
ヲ
定
ム

（104）



 
 
 
卒
業
証
書

 
 
 
 
 
府
県
族
籍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏
 
 
 
 
 
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
月
 
日
生

 
右
者
本
校
二
目
テ
高
等
科
文
（
理
）
科
ノ
学
科
ヲ
一
層
正
二
一
業
ヲ
卒

 
ヘ
タ
リ
傍
リ
之
ヲ
証
ス

 
 
 
 
 
昭
和
 
年
 
月
 
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
弘
前
高
等
学
校
長
 
位
勲
 
爵
位

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏
 
 
 
名
回

 
「
学
則
」
第
三
十
条
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
あ
る
「
成
績
考
査
細
則
」

全
十
三
条
よ
り
成
り
、
次
の
如
く
、
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
。

 
 
第
一
条
成
績
ハ
評
点
ニ
ヨ
ル

 
 
第
二
条
 
評
点
刑
罰
科
目
一
目
ヲ
以
テ
満
点
ト
ス

 
 
第
三
条
 
各
科
学
年
二
於
ケ
ル
学
科
目
単
位
左
ノ
如
シ

は
、

第
二
外
国
語

第
一
外
国
語

国
語
及
漢
文

修
身

一 三 二 一

文
科

一 三 二 一

理
科

笙
学
年

一 三 二 一

文
科

一 三 一 一

理
科

箋
学
年

一 三 二 一

文
科

一 三 一

理
科

箋
学
年

ム
体 図 鉱 植 化 物 自 数 法 心 哲 地 歴

口 物 物 妖 制 理 学
及 及 'δ、、 及 及

地 動
科 経 論 概

計
操 画 質 物 学 理 学 学 済 理 説 理 史

＝
一 一 一 一 一一

一
四 一 一 一 一 二 一

≡
一 一 一 一 二

一
四 一 一 一 一 一 二 一

＝
一 一 一 一 一一

一
峯

四 一 e に） こ≡

 
 
 
 
 
 

備
考
本
表
中
ハ
選
択
科
目
ニ
シ
テ
力
学
及
ビ
図
画
又
ハ
動
物
及
植
物

 
 
ノ
何
レ
カ
ヲ
選
ハ
シ
ム
 
独
語
ヲ
以
テ
入
学
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
独
語

 
 
ヲ
第
一
外
国
語
ト
シ
テ
課
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
一
ト
ス

第
四
条

第
五
条

第
六
条

学
期
評
点
ハ
学
期
試
験
点
二
平
常
ノ
成
績
出
欠
席
及
勤
惰
ヲ

参
酌
シ
テ
之
ヲ
定
ム

学
期
試
験
ハ
各
学
期
末
二
於
テ
之
ヲ
行
フ
 
但
学
科
ニ
ョ
リ

特
二
学
校
長
ノ
許
可
ヲ
得
テ
学
期
試
験
ヲ
行
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ

得試
験
問
題
二
就
キ
テ
ハ
担
任
教
官
ハ
学
科
主
任
ノ
検
閲
ヲ
経

伝
記
事
実
の
〈
混
乱
〉
と
〈
再
確
認
〉
 
ー
太
宰
治
弘
高
時
代
の
席
次
に
つ
い
て
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第
七
条

第
八
苦

痛
九
条

第
十
条

第
十
一
条

第
十
二
条

ヘ
シ

左
ノ
学
科
二
在
テ
ハ
学
期
試
験
ヲ
施
行
セ
ス
 
作
文
、
体
操
、

実
験
、
図
画
中
自
在
画

担
任
教
官
ハ
学
期
試
験
施
行
後
三
日
以
内
二
評
点
ヲ
報
告
ス

ヘ
シ

学
年
評
点
ハ
三
学
期
評
点
ノ
和
ヲ
三
面
シ
テ
之
ヲ
定
ム

生
徒
ノ
席
次
ハ
第
一
学
年
二
於
テ
ハ
入
学
試
験
ノ
成
績
ニ
ヨ

リ
其
他
二
於
テ
ハ
前
学
年
ノ
成
績
ヲ
按
シ
同
科
同
類
ニ
ツ
キ

之
ヲ
定
ム
 
但
第
二
外
国
語
ヲ
履
修
セ
サ
ル
モ
ノ
亡
母
位
二

置
ク

試
験
ヲ
欠
キ
タ
ル
モ
ノ
、
試
験
点
当
量
ト
ス
 
但
シ
追
試
ノ

理
由
正
当
ナ
ル
ト
キ
ハ
当
該
学
科
当
該
期
二
言
ケ
ル
出
席
率

多
キ
モ
ノ
ニ
限
リ
他
ノ
ニ
学
期
当
該
試
験
点
ノ
平
均
七
割
以

内
ヲ
以
テ
当
該
学
期
ノ
認
定
試
験
点
ト
ナ
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

左
ノ
各
号
ノ
＝
一
該
当
ス
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
学
期
認
定
評

点
ヲ
附
与
セ
ス

一、

竓
w
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
為
試
験
二
欠
席
シ
タ
ル
モ
ノ

第
十
三
条

一、

ｳ
当
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
試
験
二
欠
席
シ
タ
ル
モ
ノ

学
年
成
績
左
ノ
条
件
二
適
合
ス
ル
モ
ノ
及
第
ト
ス

 
平
均
点
以
上
ニ
シ
テ
総
科
目
数
ノ
三
分
ノ
一
以
内
六
十
点

未
満
五
十
点
以
上
ノ
モ
ノ
 
但
三
分
ノ
一
計
算
ハ
四
捨
五
入

ト
ス
六
十
点
未
満
ノ
科
目
三
一
科
ノ
ミ
四
十
点
以
上
五
十
点

未
満
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
 
全
科
目
数
ノ
中
二
科
目
ノ
ミ
四
十
点

以
上
五
十
点
未
満
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得

 
席
次
を
判
断
す
る
に
は
、
右
の
「
第
十
条
」
が
一
つ
の
判
断
材
料
と
な
ろ
う
。

「
本
則
」
「
細
則
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
『
弘
前
高
等
学
校
一
覧
』
中
の
「
生

徒
氏
名
」
は
上
段
に
出
身
学
校
、
下
段
に
本
籍
府
県
名
が
附
さ
れ
た
五
十
音
順

の
名
簿
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
各
自
の
席
次
は
皆
目
不
明
で
あ
る
が
、
こ

れ
と
は
別
に
在
籍
時
の
成
績
が
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
「
生
徒
姓
名
「
覧
」
が
今

な
お
残
っ
て
い
る
。
両
者
の
名
簿
を
参
考
ま
で
に
左
に
示
す
。
た
だ
し
文
科
の

み
と
し
、
か
つ
、
一
部
は
省
略
し
て
あ
る
。

A
 
生
徒
及
卒
業
生
（
『
弘
前
高
等
学
校
一
覧
自
昭
和
二
年
四
月
至
昭
和
三
年

 
 
三
月
』
、
弘
前
高
等
学
校
、
昭
2
・
9
・
1
）
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  第一學年
  文科第一三級（41名）

開   成阿部 章弘（群馬）

毫北第一石渡 文雄（神奈川）

大館伊藤品品（秋田）
秋   田伊藤 光夫（秋 田）

小 田 原奥津 面面（神奈川）

酒   田小野 良助（山 形）

東京第四小幡 蓮糸（千葉）

弘   前大高勝次郎（青森）

京都・第一太田 爲弘（京都）

秋   田 加賀谷篤一郎（秋 田）

熊   谷経塚四礎人（富 山）

京都第三楠  正（京都）

東奥義塾工藤 元一（青森）

足 利 工黒沼清次郎（栃木）

青 森 商小泉 静治（青'森）

弘 前面 儀雄（青森）

大   館櫻庭 久雄（秋 田）

白   石佐藤 新吉（宮城）

名   寄 佐藤 貞一（新 潟）

磐   城 白井 武夫（福 島）

東京第三菅原 敏夫（岩手）

三   次世良 英夫（廣嶋）

濱松第一高部 省吾（静岡）

青   森千葉 元江（青森）

京   華塚原  粛（滋 賀）

青 森血止1創青森）
花   園富田 弘宗（山梨）

東京第五 中島新太郎（東京）

釧   路中西 六三（北海道）

弘   前成田 哲夫（青森）

東京第四東 清英（熊本）

旅順第一平瀬 嘉美（山 形）

宇 都 宮松澤 義雄（栃木）

東京第五松本 眞雄（東京）

粕   壁丸山  鼎（埼玉）

宇 都 宮三浦 正次（群馬）

札幌第二三田村東一（石川）

新 登 田皆川 芳夫（新潟）

福   嶋宮下 利一（福嶋）

麻   布森本 文雄（千葉）

東京第一山本i英一（大阪）
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  文科第三學級（39名）

東京第一赤井 紀夫（福嶋）

米   澤安部 晋一（山形）

眞  岡中葉 惇（栃木）

東京第三井尻喜之祐（京都）

順   天市川 善宗（長野）

横濱第二岩橋 一雄（和歌山）

盛   岡上田 重彦（岩手）

世田ヶ谷大澤 良範（福嶋）

弘   前大平 泰治（青森）

甲   府片桐 謙一（宮城）

開   成北川義次郎（東京）

諏   訪久保田周介（長野）

弘   前小林麟太郎（青 森）

熊 谷小宮義治（埼玉）

福嶋石川鹿内 健三（青森）

新獲得佐藤i貫衛（新潟）
麻   布柴田 数郎（茨城）

青   森島田 慶司情森）

秋   田高橋匡四郎（秋 田）

龍 ケ 崎竹内 精一（茨城）

神   通 田中 隆敏（山 口）

仙毫第一津久井信也（栃 木）

成 見 澤辻村 朔郎（北海道）

北   海徳永 俊夫（北海道）

東京第七 中山 良男（東京）

駕   岡成澤興一郎（山 形）

弘   前鳴海理三郎（青 森）

麻   布野澤 照彦（青森）

小    樽 藤野 健治（北海道）

大   成保坂 虎雄（栃木）

彦   根松原五千郎（滋賀）

盛   岡松本 敬吾．（岩手）

大   成三關幸太郎（東京）

弘   前宮本 誠三（青森）

弘前村井等（岩手）
青山学院中安田 修造（青森）

伊   那矢野 最輝（長野）

順   天山下 謙治（東京）

札幌師範吉田外次郎（北海道）

   文科第二学級（40名）

大 田 原阿久津 壽（栃 木）

東奥義塾新谷武四郎（青森）

東京第六池田 五郎（東京）

弘   前伊藤 正浩（青森）

札幌第二上山 正二（北海道）

東京第六ノ1・川潤一（東京）

東京第一加藤 幸蔵（秋田）

東   北鬼川  誠（秋田）

弘   前菊池  正（秋田）

青   森木村要次郎（青森）

成   城栗原泰治郎（東 京）

佐賀三養基古賀善次郎（佐賀）

．成   城小坂 亀雄（東京）

  芝  小林 伸男（東京）

宇 都 宮小林  満（栃木）

東京府第二西條 俊一（山 形）

大 田 原齋藤 武夫（福 嶋）

岸 和 田坂口 悌三（大阪）

弘   前坂田 五郎（青森）

大 田 原坂本 龍太（栃木）

青   森．嶋  邦男（青森）

仙台第一鈴木喜四郎（宮城）

弘  前高田 輝雄（廣嶋）

一 ノ 関千葉 長治（岩手）

甲   府平帯 一正（山 梨）
      （名島）改
岩 見 澤南部農夫治（北海道）

静岡富士野村 治郎（静岡）

沼   津服部  勲（静 岡）

函館師範藤井幸之助（青森）

室   蘭藤井 周吉（北海道）

京都第二松井  治（京都）

弘   前三浦徳太郎（青森）

弘   前三上 貞雄（青森）

秋   田三國 友治（秋 田）

室   蘭三戸 幹夫（廣嶋）

甲  府宮地  進（山梨）

甲  陽三善 協中（兵庫）

福   嶋安田  正（福嶋）

錦   城吉田 敏夫・（秋 田）

荏  原吉田 春雄（東京）
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A
の
「
生
徒
及
卒
業
生
」
名
簿
と
、
B
の
「
生
徒
姓
名
一
覧
」
と
を
各
学
年

毎
に
対
照
し
、
よ
り
正
確
を
期
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
原
理
的
に
は
同
様
な

の
で
、
二
年
次
、
三
年
次
は
「
生
徒
姓
名
一
覧
」
の
み
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。
な
お
、
番
号
（
席
次
）
は
原
簿
の
マ
マ
と
し
、
あ
る
段
階
か
ら
省
略
し

て
あ
る
。
番
号
が
と
ん
だ
り
し
て
い
る
の
は
、
入
学
辞
退
、
除
籍
、
休
学
等
の

た
め
で
あ
ろ
う
。

文科一年三學級

1三關幸太郎

2上田 重彦

3島田 慶司
4匹鳥海理三良K

5井尻喜之祐

6小林麟太郎

7安部 晋一

8大澤 良範

9辻村 朔郎

10松原五千郎

11久保田周介

12大平 泰治

13市川 善宗
14片桐 ff 一

15田中 隆敏

16小宮 義治

17矢野 最輝

26保坂 虎雄

27徳永 俊夫

28柴田 敷郎

29松本 敬吾

30鹿内 健三

32吉田外次郎

34岩橋 一雄

文科一年二學級

2安田  正

4嶋  邦男

5木村要次郎

6齋藤 武夫

7三戸 幹夫

8藤井 周吉

9藤井幸之助
10服部  勲

ll小坂 亀雄

12南部農夫治

13阿久津 壽

14吉田 敏夫

15小川  潤一

16三上 貞雄

17加藤 幸蔵

21吉田 春雄

22伊藤 正浩

24三善 野中

25宮地  進

26鈴木喜四郎

27新谷武四郎

28三國 友治

29菊池  正

30千葉 長治

31三浦徳太郎

32西條 俊一
33野村  治郎

34小林  満

文科一年一學級

1大高勝次郎

2今  儀雄

3佐藤 貞一

4小泉 静治

5東  清英

8菅原 敏夫

9阿部 章弘
10世良 英夫

12工藤 元一

13三浦 正次

14千葉 元江

15富田 弘宗

16津島 修治

17宮下 利一

18松本 眞雄
19加賀谷篤一郎

21山本 英一
22中島 新太郎

23中西 六三

24半解 久雄

25丸山  鼎

26松澤 義雄

27森本 文雄

28小野 良助

29楠   正

30平瀬 喜美

31太田 爲弘

32佐藤 新吉

33高部 省吾

34小幡 康哉

B

生
徒
姓
名
一
覧
（
弘
前
高
等
学
校
発
行
年
月
日
不
詳
）
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伝
記
事
実
の
〈
混
乱
〉

と

く
再
確
認
〉

太
宰
治
弘
高
時
代
の
席
次
に
つ
い
て

文科三年三學級

1三關幸太郎

2竹内 精一2高田 輝雄2東
3大澤 良範3菊池  正3千葉
4辻村 朔郎4南部農夫治4工藤
5鳴海理三郎5三國 友治5佐藤
6大平

7宮本

8市川

9山下

10赤井

11島田

12小宮

文科三年二學級  文科三年一學級

1新谷武四郎1大高勝次郎

13吉田外次郎13西條
14矢野

15松原五千郎15嶋

16井尻喜之祐16上山
17徳永

18阿部清治郎18安田

19廣澤 照彦19服部   勲19奥津

20中山  良男20藤井幸之助20伊藤

泰治6齋藤 武美6皆川
誠三7藤井 周吉7松本
善宗8千葉 長治8小泉
謙治9三上 貞雄9石渡
紀夫10野村 治郎10白井
慶司11阿久津 壽11阿部
義治12坂本 龍太12松澤・

      俊一13塚原
最輝14小坂 亀雄14菅原

      邦男15佐藤
      正二16三浦
俊夫17鈴木喜四郎17晶晶

21成田（成澤）興一郎21小林

22片桐

23上田

24村井

25保坂

26柴田

27鹿内

28池葉

29安部

30岩橋

31高根

謙一22三善

重彦23小林

 等24吉田

虎雄25坂田

敷島26三戸

健三27鬼川

清英

元江、

元一

貞一

芳央

眞雄

静治

文雄

武失

章弘

義雄

 粛

敏夫

新吉

正次

久雄

 正18三田村東一
      眞平
      三郎

 満21平瀬 嘉美
門中22加賀谷篤一郎

伸男23高部 省吾

敏夫24成田 哲夫
二郎25小幡 康哉

幹夫26太田 爲弘

 誠27伊藤 光夫
惇28三浦徳太郎28中島新太郎

32久保田周介33加藤
33佐藤

34太宰友次郎

35金井

36紅露

晋一29池田 五郎29山本 英一
一雄30伊藤  正浩30楠    正

五郎31古賀善次郎31津島 修治
      幸蔵32服部 義彦
貫衛34松井   治33工藤 勇助

        34富田 弘宗
 勇        35宮下 利一

皓一      36家永 英吉
        37諸澤  粛
        38上甲・良雄

文科二年三學級  文科二年二學級

1辻村 朔郎1南部農夫治
2竹内 精一2新谷武四郎2東
3大澤 良範3三國
4小宮 義治4千葉
5市川 善宗5野村
6鳴海理三郎6菊池
7三關幸太郎7齋藤
8大平 泰治8藤井
9山下 謙治9小坂
10宮本 誠三10安田
11赤井

12徳永 俊矢12嶋

13島田 慶司13三上

文科二年一學級

1大高勝次郎

友治3千葉
長治4三浦
治郎5皆川
 正6津島
武夫7工藤
周吉8小泉
亀雄9阿部
 正10菅原

英
江
次
夫
治
二
治
弘
央

清
元
正
芳
修
・
元
静
章
敏

紀夫11阿久津 壽ll三田村東一
      邦男12白井 武夫
      貞雄13中島新太郎

14吉田外次郎14鈴木喜四郎14伊藤

15松本 敬吾15三浦徳太郎15佐藤
16中山 良男16西條

17井尻喜之祐17服部
18安部  晋一18坂田

19矢野 最輝19小林

20成澤興一郎20加藤
21上由 重彦21三戸

22久保田周介22三善
23柴田

24岩橋

25保坂

26佐藤

27池葉

28鹿内

29村井

‘ 30直話

31片桐

敷郎23坂本

一雄24伊藤

虎雄25上山
貫．衛27吉田

 惇28鬼川

  ママ
俊一61松本
 勲17佐藤
二郎19塚原

 満20上面
幸蔵21松澤

幹夫22太田

協中23奥津

龍太24高部

正浩25平瀬

正二26富田

敏夫27石渡

 誠28楠

健三29古賀善次郎29成田

 等30藤井幸之助30中西
照彦31松井   治31小幡

謙一32木村要次郎32山本

郎
一
雄
血
止
雄
雄
弘
平
吾
美
宗
雄
正
矢
三
哉
一

心
貞
眞
新
 
久
義
爲
両
省
嘉
弘
文
 
哲
六
康
英

32松原五千郎33小林  伸男33加賀谷篤一郎

33小林麟太郎34池田 五郎35伊藤  光夫

34津久井信也35栗原泰治郎36宮下 利一
35高根 五郎36高田 輝雄38工藤 勇助
36藤島 良輔37新田 七郎
37太宰 友次郎

38阿部 清次郎
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「
細
則
」
第
十
条
の
規
定
で
照
ら
せ
ば
、
太
宰
治
の
成
績
は
入
学
時
一
年
一

学
級
で
十
六
番
、
藤
田
宏
、
江
平
林
司
の
名
は
、
先
に
確
認
し
た
『
一
覧
』
中

の
生
徒
名
に
は
す
で
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
入
学
辞
退
者
と
思
わ
れ
る
の
で
、

そ
れ
を
考
慮
し
て
も
十
四
番
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
文
科
二
年
一
学
級
（
一
年
次

の
成
績
）
は
六
番
と
席
次
を
進
め
て
お
り
、
文
科
三
年
一
学
級
（
二
年
次
の
成

績
）
に
な
っ
て
三
十
一
番
と
急
落
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
言
う
ま
で

も
な
い
が
「
生
徒
姓
名
一
覧
」
は
「
学
則
」
と
「
細
則
」
と
で
規
定
さ
れ
た
名

簿
な
め
で
あ
っ
て
、
太
宰
治
は
入
学
時
、
文
科
一
年
一
学
級
で
十
六
番
（
見
方

に
よ
っ
て
は
十
三
番
あ
る
い
は
十
四
番
、
た
だ
し
文
科
甲
類
一
学
級
と
二
学
級

と
が
如
何
よ
う
な
基
準
で
ク
ラ
ス
分
け
を
し
た
も
の
か
不
明
な
た
め
、
文
科
一

年
甲
類
で
の
席
次
は
不
明
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
席
次
は
〈
入
学
試
験
ノ
成

績
ニ
ョ
リ
〉
（
「
細
則
第
十
条
」
）
決
め
ら
れ
た
も
の
で
、
青
森
中
学
で
は
秀
才

で
あ
っ
た
と
し
て
も
四
年
次
で
受
験
し
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
妥
当
と
思

わ
れ
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

 
二
・
三
年
時
の
席
次
は
同
様
に
「
細
則
第
十
条
」
に
負
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

端
的
に
言
え
ば
、
二
年
時
の
名
簿
（
席
次
）
は
く
前
学
年
ノ
成
績
ヲ
按
シ
同
科

同
類
門
付
キ
〉
〈
定
ム
〉
ら
れ
た
も
の
で
、
二
年
一
学
級
の
第
六
席
は
一
年
時

の
全
成
績
の
徴
表
で
あ
る
。
こ
の
資
料
で
み
る
限
り
、
個
人
的
に
は
急
激
な
変

化
に
見
舞
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
成
績
不
振
と
つ
な
が
っ
て
い
な

い
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
の
芥
川
の
死
は
確
か
に

文
筆
家
と
し
て
身
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
太
宰
治
に
は
衝
撃
を
受
け
た
こ
と

は
《
文
学
上
の
血
族
》
と
し
て
十
二
分
差
考
え
ち
れ
よ
う
。
太
宰
治
は
晩
年
、

『
如
是
我
聞
』
で
く
芥
川
の
苦
悩
〉
と
し
〈
日
陰
者
の
苦
悶
。
強
さ
。
聖
書
。

生
活
の
恐
怖
、
敗
者
の
祈
り
〉
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
生
活
に
お
け
る
弱
者
意

識
、
皮
膚
感
覚
の
屈
折
、
お
び
え
、
虚
構
世
界
（
想
世
界
）
へ
の
渇
望
は
両
者

に
共
有
し
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
又
、
自
意
識
及
び
そ
の
過
剰
と
い
う
こ
と
も
終

生
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
意
識
と
は
〈
他
人
が
自
分
を
ど
う
い
う
人

間
と
し
て
「
評
価
」
し
て
い
る
か
と
い
う
自
己
像
に
か
か
わ
る
（
傍
点
竹
田
）
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
す
る
の
は
、
竹
田
青
嗣
の
評
言
で
あ
る
が
、
小
林
秀
雄
の
「
新
人
X
へ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

に
着
目
し
つ
つ
、
本
質
的
に
は
〈
《
私
小
生
活
の
健
康
な
肉
感
性
》
の
欠
如
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
派
生
す
る
剰
余
〉
で
あ
る
と
言
う
の
は
山
崎
正
純
氏
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

一
つ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
、
内
側
は
い
わ
ば
玉
ね
ぎ
の
芯
に
他
な
ら
ず

確
固
た
る
よ
り
所
が
確
信
持
て
ぬ
人
間
に
と
っ
て
、
側
鉛
を
お
ろ
そ
う
と
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
空
虚
な
自
己
を
見
出
す
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
観
念
の
《
一
人
踊
り
》

に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
残
さ
れ
る
の
は
他
者
の
関
係
性
に
他
な
ら

ず
、
他
者
の
評
価
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
直
ち
に
義
大
矢
へ
の
執
着
・
芸
者
遊
び
へ
と

の
め
り
こ
ん
だ
と
い
う
見
方
は
短
絡
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
等
学
校
一
年
時

の
時
は
、
青
森
中
学
時
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
た
『
浮
気
楼
』
も
中
断
し
、
い

わ
ゆ
る
同
人
誌
類
に
手
を
染
め
て
い
な
い
こ
と
も
自
己
の
《
役
割
》
を
使
い
分

け
て
い
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
太
宰
治
の
芥
川
へ
の
憧
憬

は
そ
の
作
家
生
活
に
底
流
と
し
て
流
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
「
黙
思
楽
」
が

芥
川
の
「
朱
儒
の
こ
と
ば
」
の
も
じ
り
で
あ
り
、
「
衰
鮫
」
が
「
雛
」
と
の
出

会
い
な
し
に
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
思
想
性
、
文
学
性
の
ど
う
い
う
点
に
太
宰
は
芥
川
を
わ
が
も
の
と
し
よ

う
と
し
た
か
と
な
る
と
、
研
究
の
余
地
が
大
い
に
残
さ
れ
て
い
よ
う
。
両
者
共
、

た
ぐ
い
ま
れ
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
ラ
ー
だ
け
で
は
お
そ
ら
く
不
満
で
あ
り
、

両
者
の
文
学
性
の
同
質
・
異
質
、
文
学
観
の
違
い
の
ふ
る
い
わ
け
は
今
後
に
残

［110）



さ
れ
た
領
域
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

一
科
目
申
七
科
目
に
及
ん
で
い
る
。
当
時
弘
前
高
校
で
は
八
十
点
以
上
は

優
、
七
十
点
台
が
良
、
六
十
点
台
が
可
で
、
六
十
点
未
満
は
落
第
点
と
な
っ

て
い
た
。

 
今
日
曖
昧
化
し
て
い
る
、
弘
高
時
代
の
席
次
と
い
う
微
細
な
一
点
に
絞
り
、

検
討
を
加
え
て
き
た
。
肝
心
な
の
は
「
本
則
」
第
二
十
九
条
の
〈
学
年
成
績
ハ

当
該
学
年
二
於
ケ
ル
各
学
期
評
点
ノ
和
ヲ
三
年
シ
テ
之
ヲ
定
ム
卒
業
成
績
ハ
三

学
年
間
ノ
成
績
ヲ
考
査
シ
テ
之
ヲ
定
ム
〉
と
い
う
条
目
と
、
「
細
則
」
第
十
条

中
の
〈
生
徒
ノ
席
次
ハ
第
一
学
二
二
於
テ
ハ
入
学
試
験
ノ
成
績
ニ
ョ
リ
其
他
二

於
テ
ハ
前
学
年
ノ
成
績
ヲ
按
シ
重
科
同
類
ニ
ツ
キ
之
ヲ
定
ム
〉
と
い
う
条
目
と

に
他
な
ら
な
い
。

 
し
た
が
っ
て
、
津
島
修
治
一
年
次
の
「
第
十
六
席
」
は
入
学
試
験
時
の
成
績

を
示
し
、
二
年
次
の
第
六
席
は
一
年
次
で
の
成
績
で
あ
る
。
一
年
次
の
津
島
修

治
が
さ
ま
ざ
ま
な
〈
事
件
〉
に
遭
遇
し
つ
つ
も
、
青
森
中
学
以
来
の
津
島
家
に

は
す
ぎ
た
る
秀
才
と
い
う
位
置
を
保
と
う
と
し
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
そ
れ
が
急
激
に
崩
れ
出
し
た
の
が
三
年
次
の
三
十
一
席
、
す
な

わ
ち
二
年
次
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
あ
た
か
も
「
細
胞
文
芸
」

と
い
う
同
人
誌
に
傾
注
し
、
青
森
の
紅
子
へ
の
通
い
が
頻
度
を
ま
す
時
期
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
。
ま
し
て
〈
文
科
生
七
十
一
名
中
之
四
十
六
席
〉
（
山
内
群
史
）

で
旧
制
弘
前
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
と
い
う
事
実
は
、
一
年
忌
の
成
績
が
大
分

貯
金
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
に
か
ろ
う
じ
て
卒
業
し
た
と
言
え

な
く
も
な
い
。
相
馬
正
一
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
有
様
は
さ
ん
た
ん
た
る
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。

 
 
 
三
年
に
な
っ
て
か
ら
は
ま
す
ま
す
下
降
し
、
二
学
期
に
は
落
第
点
が
十

科目 評価 備考

修 身 56 赤

国 語 47 青

漢文 77 及

英語1 68 及

英語2 53 赤

英語3 61 及

西洋史 51 赤

哲 学 30 黒

論理学 54 赤

経済学 52 赤

体操 70 及

平均
56．3

75．2
落

（弘前大学文理学部保存）

（『

摯
竡
痰
ｫ
日
の
太
宰
治
』
）

 
こ
の
稿
で
は
入
資
し
た
「
資
料
」
で
、
〈
混
乱
〉
の
様
相
を
み
せ
て
い
る
弘

高
時
代
の
席
次
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
再
び
あ
て
て
み
た
。
結
果
的
に
は
相
馬

正
一
氏
の
従
来
の
主
張
の
正
し
さ
を
追
認
し
た
こ
と
に
な
る
が
他
意
は
一
切
な

い
。

 
種
々
の
…
機
会
で
相
馬
正
一
氏
は
席
次
や
成
績
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
初

め
て
「
資
料
」
を
眼
に
し
た
時
、
あ
ら
た
め
て
氏
に
書
簡
で
問
い
合
わ
せ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
私
信
を
公
に
し
て
か
ま
わ
な
い
と
の
許
し
を
得
た
の
で
、

関
係
す
る
部
分
を
掲
げ
、
こ
の
小
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
（
先
に
述
べ
た
こ
と

と
実
質
一
年
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
）

 
 
 
入
学
時
の
成
績
 
文
介
甲
類
（
一
、
二
組
）
全
員
中
十
四
番
で
合
格
。

（11！）

伝
記
事
実
の
〈
混
乱
〉
と
く
再
確
認
〉
「
1
太
宰
治
弘
高
時
代
の
席
次
に
つ
い
て



一
年
次
成
績
 
文
甲
一
ノ
組
3
8
人
中
6
番

二
年
次
成
績
 
文
甲
一
ノ
組
3
5
人
中
3
1
番

三
年
次
成
績
 
属
望
全
員
（
7
1
人
）
中
4
6
番

 
以
上
は
学
年
末
の
成
績
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
貴
兄
の
名

簿
は
学
年
の
初
め
に
作
ら
れ
る
の
で
、
前
の
学
年
の
成
績
順
に
な
り
ま
す

が
、
学
年
末
に
な
る
と
多
少
変
更
も
あ
り
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
一
年
の

時
の
学
年
末
成
績
が
6
／
3
8
な
の
で
、
二
年
次
の
名
簿
は
当
然
文
甲
ニ
ノ

一
組
の
六
番
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
す
。
「
一
年
生
終
了
時
に
、
三
十
五
人
中

第
三
十
一
席
」
は
二
年
次
の
誤
り
で
す
。
…
（
中
略
）
…
弘
前
大
学
所
蔵

の
⑧
成
績
表
は
前
記
の
通
り
で
す
。
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
「
秀
才
失

格
」
は
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
一
年
次
の
学
年
末
の
成
績
も
7
4
・
5

で
す
。
学
年
平
均
が
6
9
・
5
で
す
か
ら
一
応
上
位
の
方
で
す
。

 
 
 
 
七
月
七
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相
馬
 
正
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
芸
文
社
、
9
2
・
5
）

注
6
 
山
崎
正
純
『
弓
形
期
の
太
宰
治
』
 
 
 
 
 
（
洋
々
社
、
％
・
1
）

※
こ
の
拙
稿
は
弘
前
大
学
（
長
野
隆
研
究
室
）
と
同
大
学
図
書
館
の
好
意
な
し

 
に
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
半
年
の
時
を
与
え
て
く
れ
た
梅
光
女
学
院
大
学

 
と
私
学
研
修
福
祉
会
、
い
ろ
い
ろ
助
言
を
い
た
だ
い
た
各
位
、
と
り
わ
け
相

 
馬
正
一
氏
に
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
わ
し
た
い
。
こ
う
い
う
形
で
プ
ラ
イ
バ

 
シ
ー
を
公
開
す
る
こ
と
に
た
め
ら
い
も
覚
え
た
が
、
あ
く
ま
で
研
究
の
た
め

 
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（112）

注
1

注
2

注
3

注
4

注
5

東
郷
克
美
「
解
説
一
研
究
雑
感
l
」

 
（
『
日
本
文
芸
資
料
叢
書
太
宰
治
H
』
、
有
精
堂
出
版
 
昭
6
0
・
9
）

浅
田
高
明
／
川
崎
和
啓
／
山
内
鮮
史
「
鼎
談
評
伝
太
宰
治
の
問
題
点
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
、
平
5
・
6
）

伊
藤
榮
一
「
芥
川
龍
之
介
と
青
森
-
太
宰
は
芥
川
の
講
演
を
聞
い
た
か

l
」
 
 
 
 
 
 
（
『
太
宰
治
研
究
3
』
和
泉
書
院
 
平
成
8
・
7
）

同
じ
号
で
「
昭
和
二
十
年
」
の
項
を
担
当
し
た
佐
藤
隆
之
氏
は
「
注
」

で
く
別
巻
の
山
内
群
史
編
年
譜
に
多
く
の
御
教
示
を
得
て
い
る
。
〉
と

記
し
て
い
る
。

竹
田
青
嗣
『
「
自
分
」
を
生
き
る
た
め
の
思
想
入
門
』


